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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面、下面、前面開口部、背面開口部、前記前面及び背面開口部の間に延長する第１及
び第２側面を含むシャーシであって、複数の取り付け位置を定義しているシャーシと、
　前面および背面を定義しているモジュールハウジングを含むモジュールであり、前記取
り付け位置の中の１つのものにおいて前記前面開口部を通じて前記シャーシ内に摺動自在
に受け入れられるべく構成されたモジュールであって、前記前面開口部を通じて前記シャ
ーシから着脱自在であり、光ファイバスプリッタを含むモジュールと、
　前記モジュールから分離しているアダプタアセンブリであって、少なくとも１つの光フ
ァイバアダプタを定義しており、前記取り付け位置の中の少なくとも１つのものにおいて
前記背面開口部を通じて前記シャーシ内に摺動自在に受け入れられるべく構成されており
、前記背面開口部を通じて前記シャーシから着脱自在であり、前記少なくとも１つの光フ
ァイバアダプタは第１の光ファイバコネクタを第２の光ファイバコネクタとメーティング
させるよう構成されるアダプタアセンブリと、
　を有しており、
　前記モジュールは、前記モジュールハウジングの前記背面から突出しており、前記第２
の光ファイバコネクタとのメーティングのために前記モジュールが前記シャーシ内に挿入
された際に、前記アダプタアセンブリの前記少なくとも１つの光ファイバアダプタに挿入
されるべく適合された少なくとも１つの第１の光ファイバコネクタコネクタを含んでおり
、
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　前記第２の光ファイバコネクタによって搬送される第１の光ファイバ信号は前記第２の
光ファイバコネクタから前記少なくとも１つの第１の光ファイバコネクタへと通過し、前
記第１の光ファイバ信号を搬送する光ファイバケーブルは前記少なくとも１つの第１の光
ファイバコネクタから前記光ファイバスプリッタへと延び、前記光ファイバスプリッタは
前記第１の光ファイバ信号を前記モジュールハウジングの前記前面を経て前記モジュール
を出るケーブルによって搬送される複数の二次信号に分割する、通信アセンブリ。
【請求項２】
　前記シャーシは、前記アダプタアセンブリのアダプタの前面端部からの光を遮断するた
めの柔軟なシールドを含んでおり、前記シールドは、動作位置と非動作位置の間において
移動可能であり、前記シールドは、前記モジュールが前記シャーシ内に摺動自在に挿入さ
れた際に、前記モジュールによって前記動作位置から前記非動作位置に移動されるべく構
成されている請求項１記載の通信アセンブリ。
【請求項３】
　前記モジュールの前記少なくとも１つの光ファイバコネクタは、前記モジュールが前記
シャーシ内に挿入された際に、前記シールドに接触し、これを前記動作位置から前記非動
作位置に移動させる請求項２記載の通信アセンブリ。
【請求項４】
　それぞれの取り付け位置は、前記シャーシ内に前記モジュールを保持するべく前記摺動
自在なモジュールとの間にスナップフィット接続を形成する前面留め金を含んでいる請求
項１記載の通信アセンブリ。
【請求項５】
　前記モジュールは、その内部に取り付けられた後に前記シャーシ内において既定量の水
平フローティングを含んでおり、この場合に、前記モジュールは、その内部に取り付けら
れた後に前記シャーシ内において既定の距離だけ水平に移動可能である請求項１記載の通
信アセンブリ。
【請求項６】
　それぞれの取り付け位置は、前記シャーシ内において前記アダプタアセンブリを保持す
るべく前記アダプタアセンブリの取り付け留め具を受け入れるための開口部を有する背面
を含む請求項１記載の通信アセンブリ。
【請求項７】
　前記アダプタアセンブリは、その内部に取り付けられた後に前記シャーシとの関係にお
いて既定量の水平フローティングを含んでおり、この場合に、前記アダプタアセンブリは
、その内部に取り付けられた後に前記シャーシとの関係において既定の距離だけ水平に移
動可能である請求項６記載の通信アセンブリ。
【請求項８】
　前記シャーシは、８個のモジュール及び８個のアダプタアセンブリを収容するべく構成
されている請求項１記載の通信アセンブリ。
【請求項９】
　前記アダプタアセンブリはさらに、複数の一体形成された光ファイバアダプタを定義し
ているアダプタアセンブリハウジングであって、上面、下面、及び前記上面及び前記下面
の間において延長する第１及び第２側面を定義しており、前記アダプタアセンブリを前記
シャーシ内に摺動自在にガイドするべく前記ハウジングの前記上面に取り付けスライドを
含むアダプタアセンブリハウジングを有し、
　前記取り付けスライドは、水平ガイド部分及び垂直ガイド部分を含んでおり、前記取り
付けスライドは、取り付け留め具を保持するためのフランジを含んでおり、前記取り付け
留め具は、前記アダプタアセンブリハウジングの前面から前記アダプタアセンブリハウジ
ングの背面に向かう方向において延長しており、前記取り付け留め具は、前記取り付け留
め具の長手方向の軸を中心として前記アダプタアセンブリハウジングとの関係において回
転可能であり、且つ、前記アダプタアセンブリハウジングの前記前面と前記背面の間に延
長する方向において前記アダプタアセンブリハウジングとの関係において移動可能であり
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、
　前記アダプタアセンブリハウジングのそれぞれの光ファイバアダプタは、第１光ファイ
バコネクタを受け入れるための前面開口部と、前記第１光ファイバコネクタとメーティン
グするべく適合された第２光ファイバコネクタを受け入れるための背面開口部と、フェル
ールアライメントスリーブ及び内部ハウジング半体を受け入れるための側面開口部を含ん
でおり、
　前記アダプタアセンブリハウジングは、前記光ファイバアダプタ内において前記フェル
ールアライメントスリーブ及び前記内部ハウジング半体を保持するべく前記光ファイバア
ダプタの前記側面開口部を閉鎖するパネルを含んでいる、請求項１記載の通信アセンブリ
。
【請求項１０】
　前記取り付け留め具は、つまみねじである請求項９記載の通信アセンブリ。
【請求項１１】
　前記アダプタアセンブリは、２つの一体形成されたアダプタを含む請求項９記載の通信
アセンブリ。
【請求項１２】
　上面、下面、前面開口部、及び背面開口部、及び前記前面及び前記背面開口部の間にお
いて延長する第１及び第２側面を有する通信シャーシを使用する方法であって、前記シャ
ーシは、複数の取り付け位置を定義しており、
　（ａ）前記取り付け位置の中の１つのものにおいて前記背面開口部を通じて前記シャー
シ内に少なくとも１つの光ファイバアダプタを定義するアダプタアセンブリを摺動自在に
挿入する段階であって、前記少なくとも１つの光ファイバアダプタは第１の光ファイバコ
ネクタを第２の光ファイバコネクタとメーティングさせるよう構成される段階と、
　（ｂ）分離したモジュールであって、前面と背面を定義しているモジュールハウジング
を含み、光ファイバスプリッタ及び前記モジュールハウジングの前記背面から突出する少
なくとも１つの第１の光ファイバコネクタを含むモジュールを前記取り付け位置の中の１
つのものにおいて前記前面開口部を通じて前記シャーシ内に摺動自在に挿入することによ
り、前記シャーシの前記背面において前記モジュールの前記少なくとも１つの第１の光フ
ァイバコネクタを前記第２の光ファイバコネクタとのメーティングのために前記アダプタ
アセンブリのアダプタに挿入する段階と、
　を有し、
　前記第２の光ファイバコネクタによって搬送される第１の光ファイバ信号は前記第２の
光ファイバコネクタから前記少なくとも１つの第１の光ファイバコネクタへと通過し、前
記第１の光ファイバ信号を搬送する光ファイバケーブルは前記少なくとも１つの第１の光
ファイバコネクタから前記光ファイバスプリッタへと延び、前記光ファイバスプリッタは
前記第１の光ファイバ信号を前記モジュールハウジングの前記前面を経て前記モジュール
を出るケーブルによって搬送される複数の二次信号に分割する方法。
【請求項１３】
　前記モジュールはさらに、協働して内部空間を定義している第１側面、前記前面、前記
背面、上面、及び下面を定義するメインハウジング部分を含む前記モジュールハウジング
を有し、
　前記メインハウジングは、前記背面から前記モジュールの外部に向かって延長する前記
少なくとも１つの第１の光ファイバコネクタを含んでおり、
　前記メインハウジングは、前記モジュールハウジングの前記前面から前記モジュールの
外部に向かって延長する少なくとも１つのケーブル出口を含んでおり、
　前記モジュールは、前記メインハウジングの前記下面に隣接して前記モジュールの前記
内部空間内に配置された前記光ファイバスプリッタを含んでおり、
　前記モジュールは、前記少なくとも１つの第１の光ファイバコネクタと前記光ファイバ
スプリッタの間において延長するケーブルをガイドするべく前記モジュールの前記内部空
間内に配置された第１ケーブル管理構造を含んでおり、
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　前記モジュールは、前記光ファイバスプリッタと前記ケーブル出口の間において延長す
るケーブルをガイドするべく前記モジュールの前記内部空間内に配置された第２ケーブル
管理構造を含んでおり、
　前記モジュールハウジングは、前記メインハウジング部分の前記内部空間を閉鎖するべ
く前記メインハウジング部分に取り付けるためのカバー部分を含んでいる、請求項１記載
の通信アセンブリ。
【請求項１４】
　前記モジュールは前記メインハウジングの前記上面及び下面から延長する取り付けガイ
ドフランジを更に含んでおり、前記上面における前記フランジは、前記下面における前記
フランジとは異なるサイズである請求項１３記載の通信アセンブリ。
【請求項１５】
　前記メインハウジングの前記背面は、湾曲した部分を含んでおり、この場合に、前記第
１ケーブル管理構造は、前記湾曲した部分に隣接して配置されたスプールを含む請求項１
３記載の通信アセンブリ。
【請求項１６】
　前記モジュールは前記第１側面の内側と前記光学コンポーネントの間に配置されたチャ
ネルを定義する第３ケーブル管理構造を更に含む請求項１３記載の通信アセンブリ。
【請求項１７】
　前記光ファイバスプリッタは、第３ケーブル管理構造によって前記第１側面の内側から
オフセットされている請求項１６記載の通信アセンブリ。
【請求項１８】
　前記モジュールハウジングは、前記シャーシとの間のスナップフィット接続を提供する
べく前記メインハウジングの前記前面から延長する柔軟なカンチレバーアームを含む請求
項１３記載の通信アセンブリ。
【請求項１９】
　前記背面は、引っ込んだ部分を含んでおり、この場合に、前記少なくとも１つの第１の
光ファイバコネクタは、前記背面の前記引っ込んだ部分に配置されている請求項１３記載
の通信アセンブリ。
【請求項２０】
　前記前面は、前記メインハウジングの前記上面及び下面に対して角度をなして配設され
ている請求項１３記載の通信アセンブリ。
【請求項２１】
　前記メインハウジングは、前記光ファイバスプリッタから前記ケーブル出口に向かって
延長するケーブルのクリンプされた端部を保持するべく前記ケーブル出口に隣接して配置
されたクリンプホルダを含む請求項１３記載の通信アセンブリ。
【請求項２２】
　前記モジュールはさらに、協働して内部空間を定義している第１側面、前記前面、前記
背面、上面、及び下面を定義するメインハウジング部分を含む前記モジュールハウジング
を有し、
　前記メインハウジングは、前記背面から前記モジュールの外部に向かって延長する前記
少なくとも１つの第１の光ファイバコネクタを含んでおり、
　前記メインハウジングは、前記モジュールハウジングの前記前面から前記モジュールの
外部に向かって延長する少なくとも１つのケーブル出口を含んでおり、
　前記モジュールは、前記メインハウジングの前記下面に隣接して前記モジュールの前記
内部空間内に配置された前記光ファイバスプリッタを含んでおり、
　前記モジュールハウジングは、前記メインハウジング部分の前記内部空間を閉鎖するべ
く前記メインハウジング部分に取り付けるためのカバー部分を含んでおり、
　前記モジュールの前記メインハウジング部分は、前記光ファイバスプリッタから前記ケ
ーブル出口に延長するケーブルのクリンプされた端部を保持するべく前記ケーブル出口に
隣接して配置されたクリンプホルダを含んでおり、前記クリンプホルダは、略前記カバー
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から前記メインハウジング部分の前記第１側面に延長する方向において積層方式において
ケーブルのクリンプされた端部を摺動自在に受け入れるべく構成されている、請求項１記
載の通信アセンブリ。
【請求項２３】
　前記モジュールは、前記少なくとも１つの第１の光ファイバコネクタから前記ケーブル
出口に延長するケーブルをガイドするべく前記モジュールの前記内部空間内に配置された
ケーブル管理構造を更に含む請求項２２記載の通信アセンブリ。
【請求項２４】
　前記クリンプホルダは、ケーブルのクリンプされた端部を受け入れるためのスロットを
定義している請求項２２記載の通信アセンブリ。
【請求項２５】
　前記クリンプホルダは、９個のスロットを定義している請求項２４記載の通信アセンブ
リ。
【請求項２６】
　それぞれのスロットは、４個のクリンプ要素を収容する請求項２５記載の通信アセンブ
リ。
【請求項２７】
　前記モジュールハウジングは、前記シャーシとの間のスナップフィット接続を提供する
べく前記メインハウジングの前記前面から延長する柔軟なカンチレバーアームを含む請求
項２２記載の通信アセンブリ。
【請求項２８】
　前記背面は、引っ込んだ部分を含んでおり、前記少なくとも１つの第１の光ファイバコ
ネクタは、前記背面の前記引っ込んだ部分に配置されている請求項２２記載の通信アセン
ブリ。
【請求項２９】
　前記前面は、前記メインハウジングの前記上面及び下面に対して角度をなして配設され
ている請求項２２記載の通信アセンブリ。
【請求項３０】
　前記モジュールはさらに、協働して内部空間を定義している第１側面、前記前面、前記
背面、上面、及び下面を定義するメインハウジング部分を含む前記モジュールハウジング
を有し、
　前記メインハウジングは、前記背面から前記モジュールの外部に向かって延長する前記
少なくとも１つの第１の光ファイバコネクタを含んでおり、
　前記メインハウジングは、前記モジュールハウジングの前記前面から前記モジュールの
外部に向かって延長する少なくとも１つのケーブル出口を含んでおり、
　前記モジュールは、前記メインハウジングの前記下面に隣接して前記モジュールの前記
内部空間内に配置された前記光ファイバスプリッタを含んでおり、
　前記モジュールハウジングは、前記メインハウジング部分の前記内部空間を閉鎖するべ
く前記メインハウジング部分に取り付けるためのカバー部分を含んでおり、
　前記モジュールは、前記シャーシとの間のスナップフィットを提供するべく前記メイン
ハウジングの前記前面から前記モジュールの外部に向かって延長する柔軟なカンチレバー
アームを含んでおり、前記モジュールは、前記柔軟なカンチレバーアームに隣接して前記
メインハウジングの前記前面から前記モジュールの外部に向かって延長する固定されたグ
リップタブをも含んでいる、請求項１記載の通信アセンブリ。
【請求項３１】
　前記カンチレバーアームは、前記モジュールが前記シャーシ内に挿入された際に前記ア
ームを偏向させるための傾斜したタブを含む請求項３０記載の通信アセンブリ。
【請求項３２】
　前記カンチレバーアームは、前記モジュールハウジングの前記前面から前記背面に向か
う方向において延長する前記モジュールの前記少なくとも１つの第１の光ファイバコネク
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タの線に略沿って位置している請求項３０記載の通信アセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、光ファイバ通信装置に関するものである。更に詳しくは、本発明は
、光ファイバモジュール及び光ファイバモジュールを保持するシャーシに関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　光ファイバ通信システムにおいては、一般に、単一ストランドのケーブルによって搬送
される信号を光学的に分割するか又はマルチストランドのケーブルの個々のファイバを分
割することにより、伝送ケーブルの光ファイバを複数のストランドに分割している。又、
このようなシステムを設置する際には、これらのファイバの将来における成長及び利用を
サポートするべく、設備内に余剰の容量を提供することが知られている。しばしば、これ
らの設備内においては、スプリッタ又はファンアウトを含むモジュールを使用することに
より、伝送ファイバと顧客ファイバとの間の接続を提供している。初期の設備におけるコ
スト及び複雑性を低減すると共に、同時に将来の拡張のための選択肢を提供するべく、複
数のモジュールを取り付け可能であるモジュール取り付けシャーシを、このような設備内
において使用可能である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　このシャーシは、いくつかのモジュールを受け入れ可能であるが、初期の設備は、シャ
ーシ内に取り付けられた相対的に少ない数の、即ち、現在のニーズを充足するのに十分な
数のモジュールのみを包含可能である。これらのシャーシは、１つ又は複数の面に対する
限られたアクセスを有する状態において構成される可能性があり、或いは、閉鎖された場
所に取り付けられる可能性もある。更には、これらのシャーシのいくつかは、将来設置さ
れるモジュールを収容すると共にこれらに対してリンクするべく、最大容量の伝送ケーブ
ルを有するように予め構成される場合もある。新しいモジュールを設置する際には、清掃
のために、シャーシ内のコンポーネントにアクセス可能であることが望ましい。このため
、シャーシのなんらかの設備又は機能により、ユーザーが、これらの予めコネクタが取り
付けられていると共に予め設置されている伝送ケーブルのコネクタに対してアクセスし、
これらを清掃可能であることが望ましい。
【０００４】
　又、予めコネクタが取り付けられていると共に予め設置されている伝送ケーブルとメー
ティングするために、シャーシ内において、モジュールが、正しく設置されると共に、そ
の他のコンポーネントとアライメントされることを保証するべく、シャーシが構成されて
いることが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、シャーシと、このシャーシ内に取り付けられた複数のモジュールと、を含む
通信アセンブリに関するものである。モジュールは、１つ又は複数の光ファイバコネクタ
を含んでいる。シャーシの内部空間には、それぞれの取り付け位置に、対応する光ファイ
バアダプタが配置されている。シャーシの前面開口部を通じて、取り付け位置においてモ
ジュールを挿入することにより、シャーシのアダプタ内への挿入及びこれとのメーティン
グのために、モジュールの１つ又は複数のコネクタが位置決めされる。シャーシの内部空
間内のアダプタは、着脱自在のアダプタアセンブリ内において一体形成されている。
【０００６】
　本発明は、シャーシ内において通信モジュールを取り付ける方法にも更に関係している
。
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【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本明細書に含まれていると共に、本明細書の一部を構成している添付の図面は、本発明
のいくつかの態様を示しており、且つ、詳細な説明と共に、本発明の原理を説明するのに
有用である。図面の簡単な説明は、「図面の簡単な説明」の欄に記述されている。
【０００８】
　以下、添付の図面に示されている本発明の模範的な態様を詳細に参照することとする。
添付の図面の全体を通じて、可能な場合には常に、同一の参照符号を使用して同一又は類
似の部分を示すこととする。
【０００９】
　図１～図７は、通信シャーシ１２と、シャーシ１２内に取り付けられるべく適合された
複数の光ファイバスプリッタモジュール１４と、を含む通信アセンブリ１０を示している
。光ファイバスプリッタモジュール１４は、シャーシ１２内に摺動自在に挿入されると共
に、シャーシ１２内に取り付けられているアダプタアセンブリ１６に光学的に結合される
べく構成されている。シャーシ１２内に取り付けられているアダプタアセンブリ１６は、
後程詳述するように、到来する光ファイバケーブルの終端に取り付けられたコネクタと、
スプリッタモジュール１４のコネクタの間の接続場所を形成している。
【００１０】
　更に図１～図７を参照すれば、シャーシ１２は、対向する側面のペア２２、２４の間に
延長する上面１８及び下面２０を含んでいる。シャーシ１２は、シャーシ１２の背面２８
を貫通する開口部２６とシャーシ１２の前面３２を貫通する開口部３０を含んでいる。光
ファイバスプリッタモジュール１４は、前面開口部３０を通じてシャーシ１２内に挿入さ
れている。アダプタアセンブリ１６は、シャーシ１２の背面開口部２６を通じて挿入され
、且つ、これに隣接した状態において取り付けられている。側面２２、２４は、それぞれ
、前面開口部３０から背面２８に向かって延長している切り取り部３４を含んでいる。シ
ャーシ１２内に取り付けられているスプリッタモジュール１４は、切り取り部３４を通じ
て可視状態にある。又、シャーシ１２の側面２２、２４は、シャーシ１２の背面２８にお
いて引っ込んだ部分３６を定義することにより、アダプタアセンブリ１６に対するアクセ
スを円滑にしている。
【００１１】
　図１において、シャーシ１２は、その上部に取り付けられた８個の光ファイバスプリッ
タモジュール１４を有する状態において示されている。その他の実施例においては、シャ
ーシは、更に多くの又は更に少ない数のスプリッタモジュールを保持するべくサイズ設定
可能であることに留意されたい。
【００１２】
　更に図１～図７を参照すれば、シャーシ１２は、スプリッタモジュール１４を摺動自在
に受け入れる複数の取り付け位置３８を含んでいる。それぞれの取り付け位置３８は、シ
ャーシ１２の上面１８に隣接した状態においてスロット４０及び下面２０に隣接した状態
においてスロット４２を定義している。下面２０に隣接しているスロット４２は、図１に
おいて可視状態にある。上面１８に隣接しているスロット４０は、図３６及び図３７に示
されている。スロット４０、４２は、シャーシ１２の前面３２からシャーシ１２の背面２
８に延長している。スロット４０、４２は、図３６及び図３７に示されているように、ス
プリッタ１４の取り付けフランジ４４、４６を受け入れてモジュール１４をシャーシ内の
その他のコンポーネント（例えば、アダプタアセンブリのアダプタ）とアライメントさせ
ることにより、予めコネクタが取り付けられていると共に／又は予め設置されている伝送
ケーブルとメーティングするべく構成されている。
【００１３】
　シャーシ１２の上面１８の下に定義されているスロット４０は、シャーシ１２の下面２
０に定義されているスロット４２よりも深くなっている。スロット４０、４２の深さは、
スプリッタモジュール１４の上面及び下面に定義されている異なるサイズのフランジ４４
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、４６を収容するべく構成されている。この結果、光ファイバスプリッタモジュール１４
のスロット４０、４２及び取り付けフランジ４４、４６は、モジュール１４が正しい向き
においてシャーシ１２内に挿入されることを保証するキーイングシステムを提供している
。
【００１４】
　シャーシ１２の上面１８の下のスロット４０は、複数のバルクヘッド４８の間に定義さ
れている（図３６及び図３７を参照されたい）。バルクヘッド４８は、シャーシ１２の前
面３２からシャーシ１２の背面２８に延長している。シャーシ１２の前面端部３２におい
て、それぞれのバルクヘッド４８は、後程詳述するように、シャーシ１２内の定位置にス
プリッタモジュール１４を保持するべく、スプリッタモジュール１４の弾性変形可能なラ
ッチ５２（例えば、カンチレバーアーム）と結合する下向きに延長する前面リップ５０（
図３５）を定義している。
【００１５】
　図１及び図７を参照すれば、シャーシ１２の背面端部２８において、それぞれのバルク
ヘッド４８は、アダプタアセンブリ１６をシャーシ１２に取り付けるべく、アダプタアセ
ンブリ１６の留め具５８（例えば、つまみねじ）を受け入れるための留め具ホール５６を
有する背面５４を定義している。図示の実施例においては、留め具ホール５６は、ネジタ
イプの留め具を受け入れるべくねじ山が切られている。その他の実施例においては、その
他のタイプの固定構造を使用することにより、アダプタアセンブリ１６をシャーシ１２の
背面２８に取り付け可能であることに留意されたい。
【００１６】
　背面端部２８に隣接して、それぞれのバルクヘッド４８は、アダプタアセンブリ１６の
形状を補完して摺動自在にアダプタアセンブリ１６を受け入れる水平スロット６０及び垂
直スロット６２をも含んでいる。
【００１７】
　図８～図１５は、本発明によるアダプタアセンブリ１６を示している。アダプタアセン
ブリ１６は、到来する光ファイバケーブルの終端に取り付けられたコネクタと、シャーシ
１２内に取り付けられているスプリッタモジュール１４のコネクタの間の接続場所を形成
している。
【００１８】
　図８～図１５を参照すれば、アダプタアセンブリ１６は、単一のハウジング６６の一部
として形成された２つの統合されたアダプタ６４を含んでいる。その他の実施例において
は、その他の数のアダプタも可能である。アダプタアセンブリ１６のそれぞれのアダプタ
６４は、前面端部６８及び背面端部７０を含んでいる。それぞれのアダプタ６４の前面端
部６８は、光ファイバスプリッタモジュール１４のコネクタを受け入れており、背面端部
７０は、到来する光ファイバケーブルの終端に取り付けられたコネクタを受け入れている
。
【００１９】
　アダプタアセンブリハウジング６６は、ハウジング６６の上面７４から延長しているシ
ャーシ－取り付けスライド７２を含んでおり、このシャーシ－取り付けスライドは、背面
端部２８を通じてシャーシ１２内に受け入れられている。スライド７２は、水平部分７６
及び垂直部分７８を定義している。水平部分７６は、バルクヘッド４８の水平スロット６
０内に摺動自在に受け入れられるべく構成されており、垂直部分７８は、バルクヘッド４
８の垂直スロット６２内に摺動自在に受け入れられるべく構成されている。
【００２０】
　シャーシ－取り付けスライド７２は、アダプタアセンブリ１６をシャーシ１２に固定す
る留め具５８を支持するフランジのペア８０を含んでいる。前述のように、留め具５８は
、シャーシ１２の上面１８の下に配置されているバルクヘッド４８の背面５４によって定
義された開口部５６内に配置される。留め具５８は、好ましくは、捕獲型の留め具である
。図面に示されているアダプタアセンブリの実施例においては、留め具５８は、つまみね
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じである。その他の実施例においては、その他のタイプの留め具を使用可能である。
【００２１】
　留め具５８を回転させることにより、アダプタアセンブリ１６をバルクヘッド４８にね
じ結合させている。又、留め具５８は、その上部に取り付けられた後にシャーシとの関係
において既定量の水平フローティングをアダプタアセンブリ１６に提供するように構成さ
れている。図８～図１４に示されているように、アダプタアセンブリ１６の留め具５８は
、フランジ８１を含んでいる。留め具５８は、アダプタアセンブリハウジング６６との関
係においてフランジ８０の間において水平に移動可能である。図３５に示されているよう
に、シャーシ１２に取り付けられた後に、アダプタアセンブリハウジング６６は、フラン
ジ８１とバルクヘッド４８の背面の間において、留め具５８との関係においてフローティ
ング又は水平移動可能である。例えば、図３５においては、アダプタアセンブリ１６は、
シャーシ１２の背面端部に向かってＡの距離だけ移動又はフローティングできるものとし
て示されている。この結果、スプリッタモジュール１４が、係合解除の際にシャーシ１２
から摺動自在に引き出されるときに、アダプタアセンブリ１６は、スプリッタモジュール
１４の係合されたコネクタ１１８がアダプタアセンブリ１６のアダプタ６４を引っ張るの
に伴って、スプリッタモジュール１４に向かって距離Ａだけ水平にフローティング可能で
ある。この結果、スプリッタモジュール１４との係合及び係合解除の際に、アダプタアセ
ンブリ１６には、特定量の水平フローティングが提供されている。
【００２２】
　図３８のアダプタアセンブリ１６の分解図に示されているように、それぞれのアダプタ
６４の要素は、アダプタアセンブリハウジング６６内に形成されたアダプタ凹部８４内に
側面開口部８２を通じて配置されている。それぞれのアダプタ６４用の要素は、フェルー
ルアライメントスリーブ８６及び内部ハウジング半体のペア８８を含んでいる。これらの
要素は、１９９３年５月２０日付で発行された「ＯＮＥ－ＰＩＥＣＥ　ＳＣ　ＡＤＡＰＴ
ＥＲ」という名称の本出願人の米国特許第５，３１７，６６３号に示されているものに類
似した方式により、凹部８４内に配置されており、この開示内容は、本引用により、本明
細書に包含される。パネル９０は、開口部８２を閉鎖すると共に、それぞれのアダプタ６
４内において要素を固定している。図示のアダプタ６４は、ＳＣスタイルのコネクタ用の
ものであるが、本開示の範囲内において、その他のタイプ、スタイル、及びフォーマット
のアダプタを使用することも可能であり、コネクタをこれらの代替アダプタとメーティン
グ可能である。
【００２３】
　図１６～図１９においては、アダプタアセンブリ１６は、シャーシ１２の外部において
、光ファイバスプリッタモジュール１４に取り付けられた状態において示されている。
【００２４】
　図２０～図３０は、本発明による光ファイバスプリッタモジュール１４の中の１つのも
のを示している。図２０～図３０を参照すれば、光ファイバスプリッタモジュール１４は
、スプリッタモジュールハウジング９２を含んでいる。スプリッタモジュールハウジング
９２は、メインハウジング部分９４と、着脱自在のカバー９６を含んでいる。メインハウ
ジング部分９４は、上面１００、下面１０２、背面１０４、及び前面１０６の間に延長す
る第１側面９８を含んでいる。着脱自在のカバー９６は、スプリッタモジュールハウジン
グ９２の第２側面１０８を定義すると共に、モジュールのメインハウジング９４の開放面
を閉鎖している。
【００２５】
　カバー９６は、メインハウジング部分９４上に定義されている留め具台１１０を通じて
（図示されてはいない）留め具によってメインハウジング部分９４に取り付けられている
。カバー９６は、第１側面９８を超えて延長することにより、スプリッタモジュール１４
の上部取り付けフランジ４４及び下部取り付けフランジ４６を形成している。図２３、図
２５、及び図２６を参照すれば、前述のように、スプリッタモジュールハウジング９２の
下部フランジ４６とシャーシ１２上の対応するスロット４２は、上部フランジ４４とシャ
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ーシ１２上の対応する上部スロット４０よりもサイズが小さくなっている。下部スロット
４２は、下部フランジ４６をスロット４２内に受け入れ可能でありつつ、相対的に大きな
上部フランジ４４がフィットしないように、サイズ設定されている。これは、モジュール
１４が特定の望ましい向きにおいて前面開口部３０内に配置されることを保証している。
類似のフランジは、１９９４年１１月８日付けで発行された「ＦＩＢＥＲ　ＯＰＴＩＣ　
ＣＯＮＮＥＣＴＯＲ　ＭＯＤＵＬＥ」という名称の本出願人の米国特許第５，３６３，４
６５号に記述されており、この開示内容は、本引用により、本明細書に包含される。この
結果、光ファイバモジュール１４は、それぞれの取り付け位置３８においてシャーシ１２
の背面２８に隣接した状態で取り付けられたアダプタアセンブリ１６に対して結合される
べく、正しく方向付けされている。
【００２６】
　メインハウジング部分９４の背面１０４は、内部空間１１４内においてケーブルに対し
て曲げ半径保護を提供するべく構成された湾曲部分１１２を含んでいる。又、メインハウ
ジング９２の背面１０４は、引っ込んだ部分１１６をも含んでいる。引っ込んだ部分１１
６に配置された光ファイバコネクタのペア１１８は、シャーシ１１２内に取り付けられた
アダプタアセンブリ１６の光ファイバアダプタ６４とメーティングするべく、背面１０４
から後方に突出している。
【００２７】
　図５及び図６に示されているように、モジュールのメインハウジング９４の前面１０６
は、シャーシ１２の前面開口部３０との関係において角度を有しており、これは、所望の
方向に向かってモジュール１４から出て行くケーブルの方向を支援可能である。その他の
実施例においては、前面１０６は、本開示の範囲内において、シャーシ１２の前面３２に
対して略平行に製造可能であろう。
【００２８】
　それぞれのモジュール１４は、モジュールメインハウジング９４の前面１０６から延長
している２つのケーブル出口１２０を含んでいる。図２２に示されているように、ケーブ
ル出口１２０は、モジュール１４のメインハウジング９４に摺動自在に取り付けられてい
ると共に、カバー９６がメインハウジング９４に取り付けられた際にモジュール１４のカ
バー９６によって捕獲されている。ケーブル出口１２０は、ケーブル出口１２０を収容す
るべく前面開口部１２６の周りに定義されたスロット１２４内に摺動自在に挿入される突
出した背面リップ１２２を定義している。又、カバー９６は、ケーブル出口１２０の背面
リップ１２２を受け入れてケーブル出口１２０を捕獲するスリット１２８をも含んでいる
。ケーブル出口１２０により、モジュール１４内の通信ケーブルをモジュール１４から外
部にガイド可能である。ケーブル出口１２０は、好ましくは、通信アセンブリ１０の密度
を保持するべく、図２５に示されているように、光ファイバスプリッタモジュール１４の
プロファイル内にフィットするように十分に薄くサイズ設定されている。
【００２９】
　メインハウジング９４は、シャーシ１２の一部に係合してシャーシ１２の前面開口部３
０内においてモジュール１４を保持するべく適合された一体形成された柔軟なラッチ５２
（即ち、カンチレバーアーム）を含んでいる。又、柔軟なラッチ５２は、偏向することに
より、シャーシ１２からのモジュール１４の取り外しを可能にしている。
【００３０】
　更に図２０～図３０を参照すれば、モジュール１４のラッチ５２は、フィンガグリップ
タブ１３０、前面ラッチタブ１３２、及び背面ラッチタブ１３４を含んでいる。前面ラッ
チタブ１３２及び背面ラッチタブ１３４は、その間に凹部１３６を定義している。背面ラ
ッチタブ１３４は、モジュール１４がシャーシ１２内に挿入される際にラッチ５２を下方
に弾性偏向させる傾斜面１３８を含んでいる。又、背面ラッチタブ１３４は、前面ラッチ
タブ１３２の正方形の面１４２に対向する正方形の面１４０を含んでいる。
【００３１】
　シャーシ１２の取り付け位置３８におけるバルクヘッド４８の前面リップ５０は、２つ
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のラッチタブ１３２、１３４の間の凹部１３６内に捕獲されることにより、モジュール１
４をシャーシ１２内の定位置に保持している。挿入の際には、バルクヘッド４８の前面リ
ップ５０が、傾斜した背面タブ１３４をクリアした後に、２つのラッチタブ１３２、１３
４の間の凹部１３６内に捕獲されるのに伴って、ラッチ５２は、上方に撥ね戻る。ラッチ
５２の２つのタブ１３２、１３４の間の凹部１３６は、後程更に詳述するように、シャー
シ１２内のスプリッタモジュール１４用の特定量の水平フローティングを実現している。
【００３２】
　シャーシ１２からのモジュール１４の除去は、ラッチ５２を押下してリップ５０から背
面タブ１３４の正方形の面１４０をクリアすると共に、モジュール１４をシャーシ１２か
ら離れる方向にスライドさせることによって実行される。モジュール１４は、シャーシ１
２からのモジュール１４の除去を支援するべく、柔軟なラッチ５２に対向すると共に隣接
状態において固定されたグリップタブ１４４を含んでいる。固定されたグリップタブ１４
４は、モジュール１４の前面１０６の一部として形成されている。固定されたグリップタ
ブ１４４は、好ましくは、ユーザーが、ラッチ５２及び固定されたグリップタブ１４４に
反対の力を印加することにより、モジュール１４を堅固に把持すると共にこれをシャーシ
１２から除去できるように、ラッチ５２の反対側においてモジュール１４上に配置されて
いる。固定されたグリップタブ１４４は、好ましくは、ユーザーが手の２本の隣接する指
によって力を印加できるように、ラッチ５２に十分に近接した状態においてモジュール１
４上に配置されている。
【００３３】
　図２２は、光ファイバスプリッタモジュール１４の分解図を示しており、モジュール１
４の内部コンポーネントを示している。図２２には、モジュール１４から分解されたアダ
プタアセンブリ１６と共に、光ファイバスプリッタモジュール１４が示されている。
【００３４】
　メインハウジング９４の内部空間１１４内において、スプリッタモジュール１４は、メ
インハウジング９４の背面１０４の湾曲部分１２２に隣接した状態において第１半径リミ
ッタ１４６を含んでいる。スプリッタモジュール１４は、ケーブル出口１２０の近傍のハ
ウジング９４の前面１０６に隣接した状態において第２半径リミッタ１４８を含んでいる
。スプリッタモジュール１４のコネクタ１１８は、背面１０４のアパーチャ１５６内に形
成された対向するスロット１５４内に摺動自在に挿入されている。コネクタ１１８は、背
面１０４の引っ込んだ部分１１６において背面１０４から外に突出している。コネクタ１
１８の外部ハウジング１５０は、コネクタ１１８を収容するアパーチャ１５６内に形成さ
れた対向するスロット１５４内に受け入れられる横方向のフランジ１５２を含んでいる。
摺動自在に挿入された後に、コネクタ１１８は、カバー９６によってハウジング９２内に
捕獲されている。
【００３５】
　内部空間１１４内においてメインハウジング９４の下面１０２と隣接しているのは、光
ファイバスプリッタ又はファンアウトなどの光学コンポーネント１５８である。光学コン
ポーネント１５８は、クランプ１６０（即ち、ブラケット）によって下面１０２の内側に
保持されている。クランプ１６０は、留め具（図示されてはいない）によってスプリッタ
モジュールメインハウジング９４上に定義されたクランプ台１６２に取り付けられている
。図面に示されているハウジング９４の実施例においては、クランプ台１６２は、取り付
けホールの２つのペア１６４、１６６を含んでいる。下面１０２に対して光学コンポーネ
ント１５８を保持するのに使用されるクランプのサイズに応じて、上部のホールの組１６
４又は下部のホールの組１６６のいずれかが利用されことになる。異なる光学コンポーネ
ントは、異なる厚さを具備可能であると共に、光学コンポーネントを定位置に保持するべ
く異なるサイズのクランプの使用を必要とし得ることに留意されたい。特定の実施例にお
いては、互いに上下に積層された２つの光学コンポーネントを使用可能であり、この場合
には、相対的に小さなクランプを使用して２つの光学コンポーネントを定位置に保持する
ことになろう。
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【００３６】
　光学コンポーネント１５８は、ケーブル管理構造の組１６８により、第１側面９８の内
側からオフセットされている。図示のモジュール１４の実施例においては、ケーブル管理
構造の組１６８は、その間にケーブル管理スリット１７２を定義している細長い構造１７
０である。光学コンポーネント１５８が定位置に保持された際に、ケーブルを光学コンポ
ーネント１５８と第１側面９８の内側の間のスリット１７２を通じてルーティング可能で
ある（図２９及び図３０を参照されたい）。
【００３７】
　又、スプリッタモジュールのメインハウジング９４は、第２半径リミッタ１４８の下方
においてハウジング９４の前面１０５に隣接した状態で一体形成されたクリンプホルダ１
７４（例えば、スロット）をも含んでいる。光学コンポーネント１５８によって分割され
たケーブルの端部にクリンプされたクリンプ要素１７６が、図２２及び図２９に示されて
いるように、クリンプホルダ１７４内に摺動自在に受け入れられている。クリンプ要素１
７６は、その間に凹部１７７が定義されている正方形のフランジ１７５を定義している。
クリンプホルダ１７４は、クリンプ要素に対する補完構造を含んでおり、この結果、クリ
ンプ要素１７６がクリンプホルダ１７４内に摺動自在に挿入されたら、フランジ１７５に
起因してクリンプ要素１７６が長手方向において移動することが妨げられる。摺動自在に
挿入されたら、クリンプ要素１７６は、スプリッタモジュールのメインハウジング９４に
対して取り付けられるカバー９６によって定位置に保持されている。図示の実施例におい
ては、９つのクリンプ保持スロット１７４が存在しており、それぞれのものが、最大で４
つのクリンプ要素１７６を収容可能である。その他の数も可能である。摺動自在のフィッ
トを提供すると共に、その内部にクリンプホルダを挿入した後のクリンプ要素の軸方向の
動きを防止するべく、クリンプ要素とクリンプ保持スロットの間のその他の補完的な形状
も可能である。
【００３８】
　図２９は、カバー９６を伴うことなしに、光ファイバスプリッタモジュール１４を示し
ており、光ファイバスプリッタモジュール１４内の光ファイバケーブルのルーティングを
含む光ファイバスプリッタモジュール１４の内部空間の特徴が明らかになっている。図３
０は、図２９の切断線３０－３０に沿って取得した断面図を示している。
【００３９】
　図２９に示されているように、第１ケーブル１７８は、コネクタ１１８から、モジュー
ルハウジング９２内に取り付けられている光学コンポーネント１５８に向かって延長して
いる。前述のように、光学コンポーネント１５８は、スプリッタ又はファンアウト又はそ
の他のタイプの光学コンポーネントであってよい。図示の実施例においては、光学コンポ
ーネント１５８は、単一ストランドの信号を複数の第２信号に分割する光ファイバスプリ
ッタである。別の実施例においては、第１ケーブル１７８は、光ファイバの複数のストラ
ンドを有するマルチストランドファイバケーブルであってよく、光学コンポーネントは、
個々のストランドを複数の第２ケーブルのそれぞれのものに分離するためのファンアウト
であってよい。
【００４０】
　第１ケーブル１７８は、光学コンポーネント１５８に向かって延長するのに伴って、光
学コンポーネント１５８とモジュールハウジング９４の第１側面９８の内側の間に配置さ
れたスリット１７２を通じて挿入されており（図２２、図２９、及び図３０を参照された
い）、光学コンポーネント１５８によって受け入れられる前に、第１半径リミッタの周り
、次いで、第２半径リミッタ１４８の周りにルーピングされている。第２ケーブル１８０
は、光学コンポーネント１５８から延長しており、クリンプホルダ１７４に向かう前に、
この場合にも、第１半径リミッタ１４６の周りにおいてルーピングされている。クリンプ
ホルダ１７４からは、クリンプ１７６の他端にクリンプされたケーブル（図示されてはい
ない）が、モジュール出口１２０を通じてモジュールから出ている。
【００４１】
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　外部ケーブル（図示されてはいない）は、アダプタアセンブリ１６のアダプタ６４の背
面端部７０に延長可能であり、且つ、モジュール１４がシャーシ１２内に挿入された後に
アダプタ６４を通じてモジュール１４のコネクタ１１８に光学的に接続されるコネクタ（
図２９には示されてはいない）によって終端可能である。この図２９及び図３０に示され
ているモジュール１４内の光ファイバケーブルのルーティングは、一例に過ぎず、このモ
ジュール内においてケーブルをルーティングするその他の方法も可能であることに留意さ
れたい。
【００４２】
　図面に示されている光ファイバスプリッタモジュール１４の実施例は、曲げ半径が低減
されたファイバを収容できるように構成されている。曲げ半径が低減されたファイバは、
約１５ｍｍの曲げ半径を具備可能であるのに対して、曲げ半径が低減されていないファイ
バは、約３０ｍｍの曲げ半径を具備可能である。
【００４３】
　類似の光ファイバスプリッタモジュールについては、本出願人の（２００４年１１月３
日付けで出願された「ＦＩＢＥＲ　ＯＰＴＩＣ　ＭＯＤＵＬＥ　ＡＮＤ　ＳＹＳＴＥＭ　
ＩＮＣＬＵＤＩＮＧ　ＲＥＡＲ　ＣＯＮＮＥＣＴＯＲ」という名称の）米国特許出願第１
０／９８０，９７８号、（２００５年５月２５日付けで出願された「ＦＩＢＥＲ　ＯＰＴ
ＩＣ　ＳＰＬＩＴＴＥＲ　ＭＯＤＵＬＥ」という名称の）第１１／１３８，０６３号、（
２００５年５月２５日付けで出願された「ＦＩＢＥＲ　ＯＰＴＩＣ　ＡＤＡＰＴＥＲ　Ｍ
ＯＤＥＬ」という名称の）第１１／１３８，８８９号、及び（２００５年８月２９日付け
で出願された「ＦＩＢＥＲ　ＯＰＴＩＣ　ＳＰＬＩＴＴＥＲ　ＭＯＤＵＬＥ　ＷＩＴＨ　
ＣＯＮＮＥＣＴＯＲ　ＡＣＣＥＳＳ」という名称の）第１１／２１５，８３７号に記述さ
れており、この開示内容は、本引用により、本明細書に包含される。
【００４４】
　シャーシ１２内へのスプリッタモジュール１４の挿入は、図３１～図３５に示されてい
る。図３１～図３５を参照すれば、シャーシ１２の前面開口部３０内への光ファイバモジ
ュール１２の挿入は、モジュール１４を、シャーシ１２に、並びに、アダプタアセンブリ
１６のアダプタ６４にメーティングすることから始まっている。モジュール１４が挿入さ
れるのに伴って、上部フランジ４４が上部スロット４０と係合し、下部フランジ４６がシ
ャーシ１２の下部スロット４２と係合する。
【００４５】
　更に図３１～図３５を参照すれば、シャーシ１２は、それぞれの取り付け位置３８内に
柔軟なシールド１８２を含んでいる。シールド１８２は、光に対する偶発的な露出に対す
る保護を防止するべく適合されている。シールド１８２は、アダプタアセンブリ１６のそ
れぞれのアダプタ６４の前面端部６８内に配置されている。スプリッタモジュール１４が
、関連する取り付け位置３８に配置される前に、アダプタアセンブリ１６のアダプタ６４
に接続されているコネクタが取り付けられたケーブルに光が照射されて光信号を伝送して
いる場合に、シールド１８２は、眼やその他の敏感な器官又は近傍の通信装置を損傷しう
るこれらの信号に対する偶発的な露出を防止することになる。図３１～図３３に示されて
いるように、スプリッタモジュール１４を挿入することにより、シールド１８２は排除さ
れる。
【００４６】
　シールド１８２は、モジュール１４が前面開口部３０を通じて挿入されるのに伴って、
モジュール１４によって偏向しており、この結果、モジュール１４のコネクタ１１８は、
アダプタアセンブリ１６のアダプタ６４とメーティング可能である。シールド１８２は、
好ましくは、モジュール１４が取り付け位置３８から除去された際に元の位置に復帰する
弾性変形可能な材料から製造されている。
【００４７】
　例えば、図３１においては、光ファイバスプリッタモジュール１４は、スプリッタモジ
ュール１４のコネクタ１１８がシャーシ１２のシールド１８２に接触する前のシャーシ１
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２内に部分的に挿入された状態において示されている。図３２においては、光ファイバス
プリッタモジュール１４は、光ファイバスプリッタモジュール１４のコネクタ１１８がシ
ャーシ１２のシールド１８２と最初に接触してシールド１８２を排除しつつあるシャーシ
１２内の位置において示されている（側部断面図が図３４に示されている）。図３３にお
いては、光ファイバスプリッタモジュール１４は、シールド１８２の排除が完了したシャ
ーシ１２内における完全に挿入された位置において示されている（側部断面図が図３５に
示されている）。
【００４８】
　シールド１８２は、コネクタ１１８がシールド１８２に接触して排除される際に、シー
ルド１８２がスプリッタモジュール１４のコネクタ１１８のフェルール１８４と係合しな
いように、構成されている。この代わりに、外部コネクタハウジング１５０がシールド１
８２を排除している。
【００４９】
　シールド１８２は、留め具によってシャーシ１２に接続可能であり、或いは、この代わ
りに、シールド１８２は、シャーシ１２と一体形成するか又はスポット溶接又はその他の
固定法によって取り付けることも可能である。
【００５０】
　シールド１８２が完全に偏向するのに伴って、モジュール１４を更に挿入することによ
り、コネクタ１１８は、アダプタ６４と接触状態となり、コネクタ１１８は、アダプタ６
４の前面端部６８内に受け入れられることになる。ラッチ５２は、モジュール１４が挿入
されるのに伴って内側に偏向し、次いで、撥ね戻ることにより、バルクヘッド４８の前面
リップ５０が凹部１３６内に捕獲されることになる。この段階において、モジュール１４
は、モジュールの内部空間１１４内において、信号を処理し、第１ケーブル１７８、光学
コンポーネント１５８、及び第２ケーブル１８０を通じて伝送する位置にある。
【００５１】
　図３５を参照すれば、前述のように、ラッチ５２の２つのタブ１３２、１３４の間の凹
部１３６は、シャーシ１２内においてスプリッタモジュール１４用の特定量の水平フロー
ティングを提供している。バルクヘッド４８の前面リップ５０は、背面タブ１３４の正方
形の面１４０と接触する前に、図３５に示されているように、Ｄの距離だけ移動可能であ
る。スプリッタモジュール１４は、スプリッタモジュール１４がシャーシ１２の前面３２
から離れる方向に引っ張られた際に背面タブ１３４の正方形の面１４０に接触する前にバ
ルクヘッド４８の前面リップ５０が移動する距離Ｄが、前述のように、アダプタアセンブ
リ１６用に提供されている水平フローティング（即ち、距離Ａ）未満となるように、構成
されている。
【００５２】
　この結果、スプリッタモジュール１４は、シャーシ１２の背面２８におけるアダプタア
センブリ１６からモジュールのコネクタ１１８が偶発的に係合解除されることに対する１
つの形態の保護を提供している。モジュール１４の凹部１３６のサイズは、アダプタアセ
ンブリ１６をシャーシ１２の前面に向かって十分に引っ張ることによってその水平移動を
停止すると共にアダプタ６４からモジュール１４のコネクタ１１８を偶発的に係合解除可
能となる前に、スプリッタモジュール１４の水平フローティングが中断されるように、構
成されている。
【００５３】
　図３６～図４５は、通信アセンブリ１０のアダプタアセンブリ１６と共に使用するべく
構成されたダストキャップ／試験ツール１９０を示している。ダストキャップ／試験ツー
ル１９０は、前面端部１９４及び背面端部１９６を有する本体１９２を含んでいる。ダス
トキャップ／試験ツール１９０は、前面端部１９４から突出するコネクタのペア１１８を
含んでいる。図３９に示されているように、コネクタのペア１１８は、ダストキャップ／
試験ツール１９０の本体１９２のコネクタホルダ１９３内に摺動自在に挿入されている。
コネクタホルダ１９３は、スプリッタモジュール１４のハウジング９４と同様に、コネク
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タ１１８の外部ハウジングのフランジを受け入れるためのスロット１９５を含んでいる。
又、ダストキャップ／試験ツール１９０は、背面端部１９６から突出するダストプラグの
ペア１９８をも含んでいる。ダストキャップ／試験ツール１９０は、上面２００及び下面
２０２と、第１側面２０４及び第２側面２０６を含んでいる。上面及び下面２００、２０
２は、光ファイバスプリッタモジュール１４と同様に、シャーシ１２内への摺動自在の挿
入のために、上部及び下部フランジ２０８、２１０をそれぞれ含んでいる。第１側面２０
４は、ダストキャップ／試験ツール１９０のコネクタ１１８によって終端されたケーブル
をガイドするための半径リミッタ２１２を含んでいる。前面端部１９４には、本体１９２
と一体形成された第１グリップ２１４が存在している。ダストキャップ／試験ツール１９
０の背面端部１９６には、本体１９２と一体形成された半径リミッタ２１２の端部に定義
された第２グリップ２１６が存在している。
【００５４】
　図３６及び図３７に示されているように、ダストキャップ／試験ツール１９０は、シャ
ーシ１２内において摺動自在に挿入可能であると共に、２つの異なる方法において使用可
能である。図３６においては、ダストキャップ／試験ツール１９０は、アダプタアセンブ
リ１６に入力された光学信号を試験する試験ツールとして使用される状態において示され
ている。アダプタアセンブリ１６は、シャーシ１２の背面端部２８に配置されており、且
つ、アダプタアセンブリ１６のアダプタ６４の前面端部６８は、背面２８においてシャー
シ１２の内部空間内に配置されているため、試験又はその他の目的のために接続に対して
アクセスすることが困難である。ダストキャップ／試験ツール１９０の前面端部１９４上
のコネクタのペア１１８は、ダストキャップ／試験ツール１９０がシャーシ１２内に摺動
自在に挿入された際に、アダプタアセンブリ１６のアダプタ６４に結合するべく設計され
ている。この結果、シャーシ１２からのアダプタアセンブリ１６の結合解除を要すること
なしに、且つ、シャーシ１２内への手の挿入を要することなしに、アダプタアセンブリ１
６における接続を試験可能である。
【００５５】
　又、図３７に示されているように、ダストキャップ／試験ツール１９０は、略１８０°
だけ反転させることが可能であると共に、汚染物質からアダプタ６４の内部空間をシーリ
ングするためのダストキャップとして使用可能である。スプリッタモジュール１４がシャ
ーシ１２の取り付け位置３８の中の１つのものの内部に挿入されていない場合には、ダス
トキャップ／試験ツール１９０がプレースホルダとして機能可能であり、且つ、シャーシ
１２内に摺動自在に挿入可能である。ダストプラグ１９８は、アダプタ６４の内部空間の
ハウジング半体のアーム９１の突出するタブ８９を受け入れるための窪んだ部分１９９を
含んでいる。この窪んだ部分１９９は、アダプタ６４内においてダストプラグ１９８を保
持するのに有用である。
【００５６】
　図３８において、ダストキャップ／試験ツール１９０は、分解されたアダプタアセンブ
リ１６との組み合わせにおいて示されている。図３９においては、ダストキャップ／試験
ツール１９０は、その上部に取り付けられたアダプタアセンブリ１６と共に、且つ、ダス
トキャップ／試験ツール１９０から分解されたダストキャップ／試験ツール１９０の試験
コネクタ１１８の１つと共に、示されている。
【００５７】
　図４６～図５２は、アダプタアセンブリ１６のアダプタ６４の背面７０に結合されたコ
ネクタ１１８と共に使用するべく適合されたグリップ拡張部２１８を示している。グリッ
プ拡張部２１８は、コネクタ１１８の外部ハウジング１５０に長さを追加して通信アセン
ブリ１０などの高密度の環境において個々のコネクタ１１８に対するアクセスを円滑に実
行するべく設計されている。グリップ拡張部は、ケーブルをコネクタ１１８によって終端
処理する前に、まず、ケーブル上に取り付けられることが好ましい。コネクタ１１８によ
ってケーブルを終端処理した後に、グリップ拡張部２１８をコネクタのブーツ部分２２０
上においてスライドさせ、図７に示されているように、コネクタ１１８の外部ハウジング
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１５０に取り付ける。
【００５８】
　図４６～図５２を参照すれば、グリップ拡張部２１８は、本体２２２の前面部分２２４
から延長する４つのカンチレバーアームを有する細長い本体２２２を含んでいる。対向し
ている２つのカンチレバーアーム２２６、２２８は、コネクタ１１８の外部ハウジング１
５０のグリップ表面２３２との係合のための突出タブ２３０を含んでいる。他方の対向し
ている２つのカンチレバーアーム２３４、２３６は、コネクタ外部ハウジング１５０上に
定義されたフランジ２４０に係合するためのスリット２３８を含んでいる。４つのカンチ
レバーアーム２２６、２２８、２３４、２３６により、グリップ拡張部２１８は、コネク
タハウジング上にスナップフィットしている。グリップ拡張部の本体２２２の背面部分２
４２は、上面２４４、開放した下面２４６、及び前面２２４から背面２４２に向かう方向
においてテーパー状になった２つの側面２４８、２５０を含んでいる。上面及び下面２４
４、２４６は、グリップ拡張部２１８を引っ張ってコネクタ１１８を円滑に除去するため
のグリップ構造２５２を含んでいる。
【００５９】
　前述の仕様、例、及びデータは、本発明の製造及び使用に関する完全な説明を提供して
いる。本発明の精神及び範囲を逸脱することなしに、本発明の多くの実施例を実施可能で
あるため、本発明は、添付の請求項に規定されているとおりである。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】シャーシ内に設置された複数の光ファイバスプリッタモジュールを有する通信ア
センブリの背面斜視図であり、アダプタアセンブリの中の１つのものが通信アセンブリか
ら分解された状態にある。
【図２】図１の通信アセンブリの平面図である。
【図３】図１の通信アセンブリの正面図である。
【図４】図１の通信アセンブリの背面図である。
【図５】図１の通信アセンブリの左側面図である。
【図６】図１の通信アセンブリの右側面図である。
【図７】図１の通信アセンブリのクローズアップ図であり、通信アセンブリから分解され
たアダプタアセンブリを示している。
【図８】図１のアダプタアセンブリの中の１つのものの正面斜視図である。
【図９】図８のアダプタアセンブリの背面斜視図である。
【図１０】図８のアダプタアセンブリの右側面図である。
【図１１】図８のアダプタアセンブリの左側面図である。
【図１２】図８のアダプタアセンブリの正面図である。
【図１３】図８のアダプタアセンブリの背面図である。
【図１４】図８のアダプタアセンブリの平面図である。
【図１５】図８のアダプタアセンブリの底面図である。
【図１６】図１の光ファイバスプリッタモジュールの中の１つのものの右側面図であり、
その上部にアダプタアセンブリが取り付けられた状態において示されている。
【図１７】図１６の光ファイバスプリッタモジュール及びアダプタアセンブリの左側面図
である。
【図１８】図１６の光ファイバスプリッタモジュール及びアダプタアセンブリの正面図で
ある。
【図１９】図１６の光ファイバスプリッタモジュール及びアダプタアセンブリの背面図で
ある。
【図２０】図１６の光ファイバスプリッタモジュールの正面斜視図であり、その上部に取
り付けられたアダプタアセンブリを伴うことなしに孤立した状態において示されている。
【図２１】図２０の光ファイバスプリッタモジュールの背面斜視図である。
【図２２】図１６の光ファイバスプリッタモジュールの分解図であり、アダプタアセンブ
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リが光ファイバスプリッタモジュールから分解された状態において示されている。
【図２３】図２０の光ファイバスプリッタモジュールの左側面図である。
【図２４】図２０の光ファイバスプリッタモジュールの右側面図である。
【図２５】図２０の光ファイバスプリッタモジュールの正面図である。
【図２６】図２０の光ファイバスプリッタモジュールの背面図である。
【図２７】図２０の光ファイバスプリッタモジュールの平面図である。
【図２８】図２０の光ファイバスプリッタモジュールの底面図である。
【図２９】図２０の光ファイバスプリッタモジュールの右側面図であり、カバーを伴うこ
となしに示されており、光ファイバスプリッタモジュール内の光ファイバケーブルのルー
ティングを含む光ファイバスプリッタモジュールの内部空間の特徴が明らかになっている
。
【図３０】図２９の切断線３０－３０に沿って取得した断面図である。
【図３１】図１のシャーシ内に部分的に挿入された光ファイバスプリッタモジュールを示
しており、シャーシは、その上部に取り付けられたアダプタアセンブリを含んでおり、光
ファイバスプリッタモジュールは、スプリッタモジュールのコネクタがシャーシ内に配置
されたシールドと接触する前の位置内において示されている。
【図３２】図３１の光ファイバスプリッタモジュールを示しており、光ファイバスプリッ
タモジュールのコネクタがシャーシ内に配置されたシールドと初めて接触する状態におけ
るシャーシ内の位置において示されている。
【図３３】図３１の光ファイバスプリッタモジュールを示しており、シャーシ内において
完全に挿入された位置において示されている。
【図３４】光ファイバスプリッタモジュールの中心を通じて取得したシャーシ内における
図３２の光ファイバスプリッタモジュールの側面断面図である。
【図３５】光ファイバスプリッタモジュールの中心を通じて取得したシャーシ内における
図３３の光ファイバスプリッタモジュールの側面断面図である。
【図３６】その上部に取り付けられた光ファイバスプリッタモジュールを有する図１のシ
ャーシの正面斜視図を示しており、シャーシから分解されたダストキャップ／試験ツール
との組み合わせにおいて示されており、このダストキャップ／試験ツールは、試験ツール
として使用されている。
【図３７】図３６のシャーシの正面斜視図を示しており、シャーシから分解されたダスト
キャップ／試験ツールとの組み合わせにおいて示されており、このダストキャップ／試験
ツールは、ダストキャップとして使用されている。
【図３８】図３６のダストキャップ／試験ツールを示しており、図８のアダプタアセンブ
リの分解図との組み合わせにおいて示されている。
【図３９】図３６のダストキャップ／試験ツールの正面斜視図であり、その上部に取り付
けられたアダプタアセンブリを有する状態において、且つ、ダストキャップ／試験ツール
から分解されたダストキャップ／試験ツールの試験コネクタの中の１つのものを有する状
態において、示されている。
【図４０】図３６のダストキャップ／試験ツールの背面斜視図であり、ダストキャップ／
試験ツールの試験コネクタを伴わない状態において示されている。
【図４１】図４０のダストキャップ／試験ツールの正面斜視図である。
【図４２】図４０のダストキャップ／試験ツールの右側面図である。
【図４３】図４０のダストキャップ／試験ツールの左側面図である。
【図４４】図４０のダストキャップ／試験ツールの背面図である。
【図４５】図４０のダストキャップ／試験ツールの平面図である。
【図４６】本発明によるグリップ拡張部の底面正面斜視図である。
【図４７】図４６のグリップ拡張部の底面背面斜視図である。
【図４８】図４６のグリップ拡張部の底面図である。
【図４９】図４６のグリップ拡張部の平面図である。
【図５０】図４６のグリップ拡張部の右側面図である。
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【図５１】図４６のグリップ拡張部の左側面図である。
【図５２】図４６のグリップ拡張部の背面図である。
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